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Abstract:
As a result of conducting surveys at forty child care centers regarding the current state of nutrition edu-
cation planning and nutrition education at child care centers, the following became clear:
1）When you compare the current state of planning for nutrition education at public child care centers 
and private child care centers, there are many public child care centers actively practicing planning for 
nutrition education.
2）Among private child care centers, about sixty percent of such centers employ a dietician. However, 
about forty percent of the child care centers have a dietician cooperate in the preparation of child care 
plans, and about twenty percent have a dietician cooperate in the preparation of teaching plans.
3）More than seventy percent of the directors of child care centers believe that child care providers and 
students at child care provider training facilities need to have more knowledge than the current state regard-
ing “diet and nutrition for children.” 
In order for child care providers and dieticians to be able to unite and address nutrition education, it is 
believed that there is a necessity for child care provider training facilities to provide students with correct 
knowledge regarding “diet and nutrition for children,” to present guidance and actual examples, etc. when 
instructing, and to prepare an environment where it is easy to instruct.
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保育施設における食育計画づくりと食育の現状
髙 木 道 代
森 田 悠 子
Ⅰ．緒　言
　食育基本法１）は、平成 17年 6月17日に成
立し、平成 18 年 3月31日には、食育推進基
本計画２）が決定された。そこでは、「学校、
保育所等における食育の推進」の中で幼児期に
おける食育の方向性や施策が示されている。
さらに、平成 23 年度から平成 27年度までの
５ヶ年を期間とする第2次食育推進基本計画３）
においては、平成 21年４月施行の保育所保育
指針４）に基づき保育の一環として食育を位置
付け、施設長、保育士、栄養士、調理員等の
協力の下に食育の計画を作成し、各保育所の
創意工夫により推進するものとされている。す
なわち、社会状況の変化に伴い、子どもたちの
食の乱れや健康への影響がみられることから、
保育所では全職員が協力して、あらゆる機会と
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あらゆる場所を利用して積極的に食育の推進に
努めることが求められている。
　平成 23年の保育士養成課程の改定において
「小児栄養（演習）」は、「子どもの食と栄養（演習）」
に科目名が変更され、それに伴いテキストの内容
も改訂された。平成 23 年度に出版、あるいは
改訂されたテキスト５）６）７）８）からは教授内容
が刷新され、栄養のみならず、幅広く食育に係
わる知識が盛り込まれ、食育の計画および評価
に関する内容も取り上げられている。このことか
らも、保育の領域において、食育に関する実践
力のある人材の育成が求められていることがうか
がえる。
　一方、栄養士養成課程においては、従前より、
子どもの栄養に関する内容が幅広く取り扱われ
てきた。食育の計画および評価に関する内容に
ついて見ると、学校における食育計画づくりに
関しては教授しているが、保育所での食育指導
計画の作成等に係る内容が盛り込まれている
テキストは少なく、しかも指導者の裁量に委ねら
れている。
　佐野短期大学（以下、本学と略す）の栄養士
養成課程の学生は、卒業後の進路として保育所
の栄養士として働く学生は少なくない。保育所は、
病院、高齢者施設と異なり、管理栄養士や栄養
士の必置義務がないが、アレルギーに悩む乳幼
児への対応や食育活動を積極的に実践しようと
する場合、管理栄養士や栄養士が担う役割は
多岐に及ぶことが推察される。
　そこで本報では、栄養士ならびに保育士の
養成課程に共通の課題となる「乳幼児期からの
食育」に着目し、保育所での食育計画づくりの
取り組みや食育活動の現状を把握し、併せて、
各保育所での食育に対する意識や実践を高め
る要因について検討し、その成果を述べること
とする。
Ⅱ．方法
1. 調査対象
　栃木県Ａ市およびＳ市内の保育所43施設を
対象とし、保育所全体の食育活動を把握して
いると類推される施設長にアンケ トーの回答を
求めた。
2.調査方法および調査期間
　平成 24 年 3月にアンケ トー調査票を持参し、
調査の趣旨と記入の注意点を示した。施設長が
記入後、郵送により回収した。
　
3.調査項目
　調査項目を以下に示す。
1）保育所における食育計画づくり
2）保育所全体での食育の取り組み
3）給食の運営
4）管理栄養士・栄養士の配置と食育計画
づくりへの参画
5）管理栄養士・栄養士を配置しない理由
6）保育士に求める「子どもの食と栄養」の知識
　なお、保育所における食育計画づくりの調査
項目の設定においては、「平成18年度児童関連
サービス調査研究事業報告書食育政策の推進
を目的とした保育所における食育の計画に関する
結果」９）の調査項目を引用した。
4.分析方法
　本調査で得られたデータの集計および統計処
理は、Excel、および SPSS Baseシステム10.0J
を用いて行った。
Ⅲ．結果
１.アンケ トーの回収率
　回収率は93.0％。保育所の種類は、公立保
育所が28施設、私立保育所が12施設であった。
２.保育所における食育計画づくり
　保育所における食育計画づくりの結果を表1、
表 2および図1、図 2、図 3、図 4に示した。
　表1では、食育推進基本計画が決定された
平成 18 年 11月に酒井ら９）が実施した調査結
果との比較を行った。
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1）食育計画づくりについての項目では、「とても
あてはまる」「ややあてはまる」をあわせると
97.5％であり、5 年前の先行研究と比較すると
有意に高かった。
2）職員会議の開催についての項目では、「とて
もあてはまる」「ややあてはまる」をあわせると
92.1％であり、先行調査と比べると有意に高い。
しかし、研修会の実施に関する項目は、前回の
調査と比べて、ほとんど進展がない状況を示した。
3）食育の実践にあたり、「楽しく食べる子どもに
～保育所における食育に関する指針」を参考に
している項目では、67.6％の保育所が肯定的で
あった。しかし、「あまりあてはまらない」と回
答した施設が23.5％、「全くあてはまらない」と
回答した施設は8.8％も見られた。保育計画に
食育の視点を含めて作成している項目では、
「とてもあてはまる」「ややあてはまる」をあわせ
ると94.7％と高く、先行調査と比較すると有意
に高かった。具体的に食育のねらいや内容を
位置づけた指導計画づくりを進めている項目に
関しては、概ね低い傾向を示した。
4）食育に関する記録を作成し評価を行っている
項目は、「とてもあてはまる」「ややあてはまる」
をあわせると55.3％であり、食育に関する評価
表等を作成し評価を行っている項目では、
43.2％であった。一方、保護者に食育の取り組
みを伝え、理解・協力を求めている項目は
92.1％と高かった。しかし、地域に食育の取り
組みを伝え、理解・協力を求めている項目では、
52.6％と低い傾向を示した。
　表 2では、公立保育所と私立保育所の食育
計画づくりの比較を示した。
1）食育計画づくりについての項目では、公立保
育所が「とてもあてはまる」「ややあてはまる」を
あわせると100.0％であり、私立保育所が91.7％
であることから、公立保育園では、全保育所で
（％）
とても やや あまり 全く
あてはまる あてはまる あてはまらない あてはまらない
①　食育の計画づくりに取り組んでいる 全国* 29.2 50.8 16.6 3.4 100.0
本調査 67.5 † 30.0 † 2.5 † 0.0 100.0
全国* 18.2 46.0 29.1 6.6 100.0
本調査 26.3 47.4 18.4 7.9 100.0
全国* 26.4 50.3 19.6 3.7 100.0
本調査 65.8 † 26.3 † 7.9 0.0 100.0
全国* 20.8 44.3 26.9 7.9 100.0
本調査 23.5 44.1 23.5 8.8 100.0
全国* 26.4 47.1 21.8 4.7 100.0
本調査 65.8 † 28.9 † 5.3 † 0.0 100.0
全国* 21.6 48.9 25.1 4.4 100.0
本調査 50.0 † 39.5 10.5 † 0.0 100.0
全国* 15.0 35.7 37.0 12.4 100.0
本調査 15.8 39.5 39.5 5.3 100.0
全国* 6.0 23.4 48.5 22.0 100.0
本調査 10.8 32.4 40.5 16.2 100.0
全国* 28.8 52.5 15.6 3.1 100.0
本調査 31.6 60.5 7.9 0.0 100.0
全国* 8.2 28.3 41.1 22.4 100.0
本調査 7.9 44.7 † 34.2 13.2 100.0
欠損は項目ごとに除外した。
* 　調査結果　酒井治子ら（平成18年11月　調査実施）　回答保育所数　21997施設
†　　2項検定
⑧　食育に関する評価表等を作成し、計
画・実践の評価を行っている
⑨　保護者に、食育の取り組みを伝え、理
解・協力を求めている
⑩　地域に、食育の取り組みを伝え、理
解・協力を求めている
4.評価・反省
2.計画・実践
のための体
制づくり
⑥　「指導計画（担任が作成する具体的な
計画）」に、食育のねらいと内容を位置づ
け、実践している
3.計画立案
⑦　食育に関する記録を作成し、計画・実
践の評価を行っている
表1　保育所における食育の計画づくりに関する調査結果
合計
③　食育の取り組みを充実させるため、職
員会議などを通して体制づくりを行ってい
る
④　食育の実践にあたり、「楽しく食べる子
どもに～保育所における食育に関する指
針」を参考にしている
⑤　保育所の「保育計画（所長を中心に作
成する全体的な計画）」は食育の視点を含
めて作成している
②　保育所全体で食育の共通理解を図る
ため、職員を対象とした研修を行っている
1.全体
項目
表１　保育所における食育の計画づくりに関する調査結果
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（％）
とても やや あまり 全く
あてはまる あてはまる あてはまらない あてはまらない
①　食育の計画づくりに取り組んでいる 公立 㻤㻡㻚㻣 㻝㻠㻚㻟 㻜㻚㻜 㻜㻚㻜 㻝㻜㻜㻚㻜 㻖
私立 㻞㻡㻚㻜 㻢㻢㻚㻣 㻤㻚㻟 㻜㻚㻜 㻝㻜㻜㻚㻜
公立 㻞㻡㻚㻥 㻠㻠㻚㻠 㻝㻤㻚㻡 㻝㻝㻚㻝 㻝㻜㻜㻚㻜
私立 㻞㻣㻚㻟 㻡㻠㻚㻡 㻝㻤㻚㻞 㻜㻚㻜 㻝㻜㻜㻚㻜
公立 㻣㻣㻚㻤 㻞㻞㻚㻞 㻜㻚㻜 㻜㻚㻜 㻝㻜㻜㻚㻜 㻖
私立 㻟㻢㻚㻠 㻟㻢㻚㻠 㻞㻣㻚㻟 㻜㻚㻜 㻝㻜㻜㻚㻜
公立 㻞㻡㻚㻜 㻡㻠㻚㻞 㻝㻢㻚㻣 㻠㻚㻞 㻝㻜㻜㻚㻜
私立 㻞㻜㻚㻜 㻞㻜㻚㻜 㻠㻜㻚㻜 㻞㻜㻚㻜 㻝㻜㻜㻚㻜
公立 㻣㻤㻚㻢 㻞㻝㻚㻠 㻜㻚㻜 㻜㻚㻜 㻝㻜㻜㻚㻜 㻖
私立 㻟㻜㻚㻜 㻡㻜㻚㻜 㻞㻜㻚㻜 㻜㻚㻜 㻝㻜㻜㻚㻜
公立 㻢㻜㻚㻣 㻟㻥㻚㻟 㻜㻚㻜 㻜㻚㻜 㻝㻜㻜㻚㻜 㻖
私立 㻞㻜㻚㻜 㻠㻜㻚㻜 㻠㻜㻚㻜 㻜㻚㻜 㻝㻜㻜㻚㻜
公立 㻝㻤㻚㻡 㻠㻠㻚㻠 㻟㻟㻚㻟 㻟㻚㻣 㻝㻜㻜㻚㻜
私立 㻥㻚㻝 㻞㻣㻚㻟 㻡㻠㻚㻡 㻥㻚㻝 㻝㻜㻜㻚㻜
公立 㻝㻠㻚㻤 㻟㻣㻚㻜 㻟㻟㻚㻟 㻝㻠㻚㻤 㻝㻜㻜㻚㻜
私立 㻜㻚㻜 㻞㻜㻚㻜 㻢㻜㻚㻜 㻞㻜㻚㻜 㻝㻜㻜㻚㻜
公立 㻞㻥㻚㻢 㻢㻢㻚㻣 㻟㻚㻣 㻜㻚㻜 㻝㻜㻜㻚㻜
私立 㻟㻢㻚㻠 㻠㻡㻚㻡 㻝㻤㻚㻞 㻜㻚㻜 㻝㻜㻜㻚㻜
公立 㻣㻚㻝 㻡㻜㻚㻜 㻟㻡㻚㻣 㻣㻚㻝 㻝㻜㻜㻚㻜
私立 㻝㻜㻚㻜 㻟㻜㻚㻜 㻟㻜㻚㻜 㻟㻜㻚㻜 㻝㻜㻜㻚㻜
欠損は項目ごとに除外した。
* P<0.05 Mann-Whitney検定 㻌
4.評価・反省
⑦　食育に関する記録を作成し、計画・実践
の評価を行っている
⑧　食育に関する評価表等を作成し、計画・
実践の評価を行っている
⑨　保護者に、食育の取り組みを伝え、理
解・協力を求めている
⑩　地域に、食育の取り組みを伝え、理解・
協力を求めている
表2　食育の計画づくりに関する調査結果　-公立保育所と私立保育所の比較-
3.計画立案
④　食育の実践のあたり、「楽しく食べる子
どもに～保育所における食育に関する指
針」を参考にしている
⑤　保育所の「保育計画（所長を中心に作成
する全体的な計画）」は食育の視点を含めて
作成している
⑥　「指導計画」（担任が作成する具体的な
計画）に、食育のねらいと内容を位置づけ、
実践している
項目 合計
1.全体
2.計画・実践
のための体
制づくり
②　保育所全体で食育の共通理解を図るた
め、職員を対象とした研修を行っている
③　食育の取り組みを充実させるため、職員
会議などを通して体制づくりを行っている
表２　食育の計画づくりに関する調査結果　―公立保育所と私立保育所の比較―
図1　質問①　食育の計画づくりに取り組んでいる 図2　質問③ 食育の取り組みを充実させるために、職員会議などを
　 　通して体制づくりを行っている
図3　質問⑤ 保育所の「保育計画（所長を中心に作成する全体的な
     計画）は食育の視点を含めて作成している
図4　質問⑥ 「指導計画」（担任が作成する具体的な計画）に、
     食育のねらいと内容を位置づけ実践している
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図１　質問① 食育の計画づく り組んでいる ２　質問③ 食育取り組みを充実させるために、職
　　　員会議などを通して体制づくりを行っている
３　質問⑤ 保育所の「保育計画」（所長を中心に
　　　作成する全体的な計画）は食育の視点を含め
　　　て作成している
４　質問⑥ 「指導計画」（担任が作成する具体的な
　　　計画）に、食育のねらいと内容を位置づけ
　　　実践している
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食育計画づくりを実践していたと言える。
2）職員会議の開催についての項目では、公立保
育所が「とてもあてはまる」「ややあてはまる」を
あわせると100.0％であり、私立保育所の72.8％
を上回った。研修会の実施についての項目は、
公立保育所が「とてもあてはまる」「ややあてはま
る」をあわせると70.3％であり、私立保育所では
81.8％と高かった。
3）食育の実践にあたり、「楽しく食べる子どもに
～保育所における食育に関する指針」を参考にし
ている項目では、公立保育所が「とてもあてはま
る」「ややあてはまる」をあわせると79.2％であり、
私立保育所が40.0％であった。私立保育所で「あ
まりあてはまらない」と回答した施設が40.0％、「全
くあてはまらない」と回答した施設は20.0％も見
られた。保育計画に食育の視点を含めて作成し
ている項目では、公立保育所が「とてもあてはま
る」「ややあてはまる」をあわせると100.0％であり、
私立保育所が80.0％であった。また、具体的な
指導計画に食育のねらいと内容を位置づけて実
践する項目では、公立保育所が「とてもあてはま
る」「ややあてはまる」をあわせると100.0％であり、
私立保育所が60.0％と低い傾向を示した。
4）食育に関する記録を作成し評価を行っている
項目は、公立保育所が「とてもあてはまる」「やや
あてはまる」をあわせると62.9％であり、私立保
育所が36.4％と低い傾向を示した。食育に関す
る評価表等を作成し評価を行っている項目では、
公立保育所が 51.8％であり、私立保育所が
20.0％と低い傾向であった。一方、保護者に食育
の取り組みを伝え、理解・協力を求めている項目
は、公立保育所が 96.3％、私立保育所が
81.9％と高い傾向であったが、大きな差を示さ
なかった。しかし、地域に食育の取り組みを伝え、
理解・協力を求めている項目では、公立保育所
が 57.1％、私立保育所が 40.0％と低い傾向を
示した。
３.保育所全体での食育の取り組み
　保育所全体の職員が参加する食育に関する取
り組みの結果を、図5に示した。
　公立保育所では、取り組みをしている保育所
が82.1％であり、取り組みをしていない保育所
が17.9％であった。一方、私立保育所では、取
り組みをしている保育所が91.7％、取り組みを
していない保育所が8.3％であった。
　加えて、全体の職員が参加する食育に関する
取り組みを実践している施設に対し、具体的な
取り組みの内容を尋ねた（図 6）。公立保育所
では、「野菜や米の栽培」が一番多く行われて
おり13 施設（46.4％）で実施し、以下、「クッ
キング」9施設（32.1％）、「年間指導計画の作成」
8施設（28.6％）の順に取り組まれていた。私立
保育所では、公立保育所と同様に「野菜や米の
栽培」が6施設（50.0％）であり、以下、「行事食・
郷土食づくり」3 施設（25.0％）、「クッキング」、
「給食会議」2施設（16.7％）の順であった。さ
らに、自由記述（表3）では、「野菜や米の栽培」
を通して、苦手な野菜が食べられるようになった、
「クッキング」や「行事食・郷土食づくり」を通して
料理をすることや食べることを楽しむことができ
るようになったなどの回答が寄せられた。
図5　保育所内の職員全員が参加する食育の取り組みの有無
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図6　職員全体が参加する食育の内容
図7　給食の提供形態
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養士や調理員等が
調理 
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て、委託会社で調理
（委託会社で調理し
たものを保育所に運
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図６　職員全体が参加する食育の内容図５　保育 の職員全員が参加する食育 取り
　　　組みの有無
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表３　保育所全体で食育の取り組みを行った効果
カテゴリー 自由記述（原文）
野菜や米の栽培 ・嫌いな食べ物も、自分たちで収穫したりすると食べられるようになる。
・収穫した物を食べる事で、野菜を食べられるようになっている子も多い。
・夏野菜の栽培を行い、自分達で育てた野菜なので、苦手なものも食べようとする意欲がみられた。
・野菜の栽培を通して、苦手な野菜も少しずつ食べられる子が増えてきた。
・野菜等は、嫌いな子も食べられるようになった。
・偏食の子どもも自分で育てたことにより食べられるようになった。
・給食の材料に興味を持つようになた。
・関心が深まった。
・共通理解につながった。
・栽培した野菜をみんなで食べる事で、苦手な野菜が食べられるようになった。
・保育園の農園で出来たものということで興味深く、たのしく食事の会話ができる。
・食と保育がむすびつき始めたように思います。
・例えば、３歳児でも、水やりや間引きなど、大人の話をよく聞いて行い、他のクラスにも、その大
切さを伝えたりする。
・野菜が嫌いな子どもでも、自分で育てた物は、喜んで食べる。
・食べ物が、自然の贈り物であり、他のものの「生命」を頂いて自分たちが生きていることを知る。
・好き嫌いがなくなった。
・収穫したものを、給食の食材に利用している。
・園児たちが活動をすることにより、野菜類の花や茎の伸び方など、また収穫の喜びを持ち、それを
クッキングして食べることにより、何でも食べられるようになってきている。
・菜園活動を通して、野菜の成長を見たり、収穫の喜びを感じたり、嫌いな野菜も食べられるように
なった児もいた。
・栽培し、収穫した食材を取り入れたことで、少しずつ偏食が減った。
クッキング ・クッキング等を通して、作る楽しさ、作ってくれる人への感謝の気持ちが芽生えてきた。
・クッキングは、楽しく活動に参加し、自分たちで作ったものを食べることで、会話を楽しんだり、
食べる楽しさを味わえた。
・クッキングをすることで、食べる意欲につながった。
・ただ作るということだけでなく、土づくりから始まり育つ過程を見て、感じてという収穫、クッキ
ング、豊作を願う風習、祝いの芸能など、つながりを、大人たちも、子どもたちも、感じることが
できます。（ぶつ切れでない取り組みは、大切だと思っています。）
・子ども達はたいへん興味を持ち、積極的に参加する。
・食べるものを自分で作る楽しみを知る。
年間指導計画 ・年間の指導をたてることにより、見通しをもち保育が行えた。
・職員の意識の向上につながり、毎日の保育の中にしみこまれている。
・保育所として職員間の共通理解を図ることができ、より食育を推進することができた。
・箸の持ち方やマナーに気を付けるようになる。
・一人ひとりに寄り添った取り組みへつながった。
・食と健康について、関心が高くなった。
・楽しく食べられる子どもに向けての意識改革。
・保護者への働きかけ。
・園児が自分たちで作った野菜など好んで食べるようになった。
給食会議等 ・給食会議では、調理担当と保育士の情報交換をし、問題点や課題を全職員が共通理解できている。
調理担当は、会議結果を活かし、常に子どもたちが楽しくバランスよく摂食できるように工夫して
いる。
・保育士だけでなく、技能員・調理員との会議を持つことで、収穫した物をすぐに給食やクッキング
に取り組めている。
・全職員参加なので、共通理解が図れた。良い点、改善する点などが、すぐに活かせる。
・職員会議に調理師も参加しているので、即刻、次の給食に活かせる。
・子どもたちの好きなメニューや苦手なメニューが分かる。また、食べる量なども把握できる。
所内研修 ・嫌いだった野菜類が食べられるようになったり、作ってくれる人たちに感謝の気持ちを持ったりし
て、物を大切にする気持ちが育った。
・偏りのない食事の摂り方の知識の向上。
行事食・郷土食づくり ・日本の伝統行事を経験できる。
・自分たちで作ったものを食べる楽しさを味わえる。
・楽しくたべることにより、遊びに笑顔や元気が出る。
朝食指導 ・朝ごはんを食べることで、午前中、活動的に遊び、昼食の残飯が少ない。
・登降時に保護者やこどもにたちに話をしてきた結果、朝食をとってくるようになった。
給食だよりの作成 ・食育だより等で、家族で食に関心を持ち、食卓での会話が弾むようになった。
親子クッキング ・親子で楽しく料理ができる。
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４.給食の運営
　給食の経営形態は、公立保育所では「直営給
食」が100.0％、私立保育所では、直営給食が
83.3％、委託給食が16.7％であった。
　次に、給食の提供形態を図7に示した。公立
保育所では、「市の献立を使用して、保育所内の
調理施設で保育所の職員が調理」を実施して
いる施設が 28 施設（100.0％）であった。私立
保育所では、「市の献立を使用して、保育所内の
調理施設で保育所の職員が調理」、「保育園独自
で献立作成をして、保育所内の調理施設で保育
所の職員が調理」を実施している施設がともに
5施設（41.7％）、「市の献立を使用して、保育所
内の調理施設で委託会社の栄養士や調理員等
が調理」、「市の献立を使用して、委託会社で調
理（委託会社で調理したものを保育所に運び、
配膳）」がともに1施設（8.3％）であった。
　さらに、給食の献立を関連付けて食育の計画
を実施している公立保育所が82.1％、私立保育
所では41.7％であった。
５.栄養士（ならびに管理栄養士）の配置と食
育計画づくりへの参画
　管理栄養士・栄養士の配置の結果を表4に
示した。栄養士が給食担当者として配置されて
いる施設は、公立保育所が1施設（3.6％）であっ
たが、私立保育所では7施設（58.3％）であり、
栄養士が調理業務も行っていた。
　私立保育所のうち、４施設が栄養士を２名配
置し、１施設の栄養士が委託給食会社の栄養
士であった。しかし、管理栄養士の配置につい
ては、公立、私立ともに未配置であった。
　次に、栄養士が中心となって食育を実施する
との質問に対しては、「有る」との回答が５施設
（71.4％）あり、食育の取り組みとして実践して
いる内容の結果を図8に示した。
　一番多く挙げられたのが、「食物アレルギーの
子どもの保育における食事の提供および食生活に
関する指導・相談」であり[５施設（71.4％）]、
以下、「授乳、離乳食を含めた食事・間食の提供
と栄養管理」[４施設（57.1％）]、「子どもの栄
養状態、食生活の状況の観察」[４施設（57.1％）]、
「保護者からの栄養・食生活に関する相談・助言」
[４施設（57.1％）]であった。
　また、栄養士の食育計画づくりへの参画状況
を図9に示した。栄養士が「保育計画」作成に
協力している施設は3施設（42.9％）、「指導計画」
の作成に協力している施設が2施設（28.6％）と
低かった。
　さらに、「保育所に栄養士が働いていることで、
メリットを感じることがあるか」、「保育所の管理
栄養士・栄養士に求める資質・能力は何であるか」
の自由記述の結果を表5、表 6に示した。保育
所に栄養士が働いている効果として、給食マネジ
メントに関する内容が挙げられ、さらに、栄養士
に求める資質・能力としては、食物アレルギーや
食の安全に関する知識、子どもが好きであること
が挙げられた。
６.栄養士（または管理栄養士）を採用しない
理由
　管理栄養士・栄養士を採用しない理由の結果
図７　給食の提供形態
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図8　栄養士の食育への関わりの具体的な内容
図9　栄養士の食育計画づくりへの参画
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複数回答 
自由記述（原文）
・成分的なことや、カロリーなどに関連すること。
・こどもの育ちを保育士だけでなく栄養士の視点でとらえ、必要なことを実践できる環境があること。
・こども、家庭の状況を直接とらえ、必要なことは何か考え、対応ができること。
・栄養計算ができること。
・「食育」に関する知識を有していること。
・意識的である。
・食育の内容が疑問に思っていることを相談できる。
・アレルギー対応の園児の保護者と面接し、より具体的な内容を知ることができる。
・相談ができる。
・保護者等に、献立やおやつの情報提供できる。
（施設数）
給食形態 資格 保育所の経営形態
公立 私立
直営
管理栄養士 0 0
栄養士（１人） 1 2
栄養士（２人） 0 3
未配置 25 4
小計 26 9
委託
管理栄養士 0 0
栄養士（１人） 0 1
栄養士（２人） 0 1
未配置 0 1
小計 0 3
無記入 2
合計 40
表４　管理栄養士・栄養士の保育所内配置状況
表５　保育所に栄養士が働いているメリット
自由記述（原文）
・自分たちの持っている知識、技術を土台として、こどものより良い環境をつくるため、保護者、職員をマネージメント
する力。（自分たちが実践者になるだけでなく、保護者、保育士が実践者となるように働きかける。）
・味に関すること。
・加重平均成分表の作成。
・食品構成表の見直しができること。
・廃棄率を考慮して発注ができること。
・献立作成の能力。
・子どもが好きであること。
・何のため、誰のために仕事をするかが明確であり、その目的のために謙虚に努力できること。
・子どもが好き。保育に興味があること。
・調理が好き。ワクワクしながら仕事ができること。
・人が生きていく中で、命を守るために、安心して安全である食品を十分に理解している方、また、実践できる方。
・食に対する興味・関心・意欲。
・探究心。
表６　保育所の管理栄養士・栄養士に求める資質・能力
図 8　栄養士の食育への関わりの具体的な内容
図９　栄養士の食育計画づくりへの参画
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を図10に示した。「市の栄養士の指導を受けて
いるため」と回答した施設が多く、「その他」に
回答した施設の中には、「保育所の調理員には、
資格要件が無く、厚労省の人件費予算も、それ
に見合う額となっていると考えられます。しかし、
社会状況を考えるに、年長調理業務をしてきた
職員が退職するときには、栄養士以上の有資格
者の採用を予定しています。」との意見も挙げら
れた。
７.保育士に求める「子どもの食と栄養」の
知識
　保育士に求める子どもの食と栄養の結果を
図11、図 12および表7に示した。
　保育士に、現状よりも「子どもの食と栄養」に
関する知識が必要であると感じるかの問いに対し
て、「はい」と答えた施設が、公立保育所で
71.4％、私立保育所で75.0％であった。必要と思
われる知識の内容については、公立保育所では、
「離乳食」、「食物アレルギ 」ー、「食に関する全般
的な知識」、私立保育所では、「食に関する全般
的な知識」や「食育を実践する力」が多かった。
Ⅳ．考察
1. 食育の計画づくりの状況と食育の実際
　本調査では、平成18年に実施された先行研
究の調査結果と比較した場合、積極的な取り組
みが進んでいるとの結果を得た。先行研究から
5ヶ年が経過して行われた今回の調査から、この
5年間で、「食育の視点」を含めた保育課程や
指導計画の立案の必要性が保育所で認知され、
実行に移されていると推察される。同時に、保
育所または幼稚園による低年齢児への食育活動
が極めて重要であることが確認された。とくに、
①全体的な食育の計画づくりの取り組み、②職員
会議などを通しての体制づくり、③保育所の
保育計画に食育の視点を含めている、④指導計画
に食育のねらいと内容を位置づけて実践している
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等々に関して、積極性も垣間見られた。これら
4 項目について、公立保育所と私立保育所を比
較すると、公立保育所での取り組みの程度が高
く、有意差が認められたことからも、行政が重
点課題として力を入れていることも推察される。
　次に、私立保育所では、食育の実践にあたり、
「楽しく食べる子どもに～保育所における食育に
関する指導」を参考にしている割合が低い傾向
にある。保育所においては、乳幼児の発育およ
び発達の過程に応じて、計画的に食事の提供や
食育の実施が行えるよう、「保育所における食育
に関する指導」の普及とその活用が求められて
いる10）ことからも、今後、私立保育所に対して理
解と活用を促すことが必要であると推察される。
　また、全体の職員が参加する食育に関する取
り組みとしては、公立保育所、私立保育所とも
に「野菜や米の栽培」が一番多く行われ、自然
環境を利用する意識が高いことが推察される。
加えて、「クッキング」や「行事食・郷土食づくり」、
「年間指導計画の作成」等が取り組まれ、食へ
の関心が強いことや保護者の希望が反映されて
いる可能性も推察される。久野ら11）の調査にお
いても栽培や収穫活動、クッキングなどの体験型
の取り組みが多くみられており、平成 20年 3月
自由記述（原文）
・子どもをとりまく環境の変化を把握し、これからの食の安全や保護者の対応（就労形態などの家庭環境をふまえた上で
の子育て支援）に関する知識。
・アレルギー児への代替食。　・離乳食に関する知識（食べられるものと形状など）。
・食物アレルギーの子どもに対する知識と対応。　・離乳食についての進め方（保護者への指導をするために）
・離乳食の進め方と与え方。　・アレルギーについて。（０歳児入所やアレルギー児が増えてきているので）
・子どもを指導している立場上、大人である私たち保育関係者自身が、正しい食への知識やマナーを身につけていなけれ
ばならないと感じている。　・原発事故後の食品の安全等の知識は必要である。
・正しく箸が持てない。　・偏食の人が多い。給食時、子どもの前で残してしまう実習生もみられる。
・乳児保育の場合、離乳食の進め方やかかわり方。　・食物アレルギーのお子さんも増えているため、アレルギーについ
ての知識。　・身体の働きやしくみと栄養に関する事など。
・家庭の実態がつかめない場合があるため、日々の子ども達の食が育っているのか？もう少し深く考える必要がある。
・飽食、孤食世代の保育士が増える中で、「食育」の名の通り、食は、教え事になってきました。旬の食材、栽培、食事
の環境づくり等の知識は、特に必要と思います。
・食育は食べさせるという意識も大切ですが、子どもがお腹がすいたので食べたい、美味しそうなので食べてみたいとい
う意欲を育むことがいかに大切であり、日々の保育の中で実践できているかどうかという点で、知識は必要だと思います。
・子どもに食事のマナーを伝える為の自らのマナーの取得（箸の持ち方や食べ方）や自ら食に関心を高めて欲しい。　
・離乳食やアレルギー児に対する知識。　・食と子どもの発達。
・保育活動の中の重要な部分として食というものの認識。
・食材料一つ一つが体にどのような栄養価があるのかをしっかり勉強してほしい。
・基本的なこどもの食についての知識。
・自分自身の食の偏りがあり、なぜ必要なのかは、あまり感じていないように感じる。実習生においても、給食で偏食が
多い等。
・栄養学的なこと。　・アレルギーに関すること。　・野菜の育て方、生育させるための管理法。
・保育士からとらえる、食事の適正な量。　・ミルクの飲み方が悪い、好き嫌いが多い等、特に配慮を要する子どもへの
具体的な配慮と心理的な受け止め方、援助の仕方。
・離乳食についての知識を高めていただきたい。
・栄養のバランス。　・食物アレルギーについて。
・アレルギーの対応食について。　・保育園でも食物アレルギーの子が多くなっていますので、しっかりした知識が必要
だと思います。
・食育で一番大切なものは何か、再確認する必要があるように思っています。
・栄養のバランス。
・保育園は０歳から就学前までの保育をしているため、食育の発達段階を把握しておくことが必要と思います。例えば、
離乳食とはどういうものか、おおよそ（個人差もありますが）何か月まで食べているのか、はしが使用できる年齢はなど。
・離乳食について。　・知識ではありませんが、保育士自身が好き嫌いがなく食欲があること。
・食物アレルギーについて。
・実習生の中に、偏食のひどい方がいました。給食がほとんど食べられなくて．．．．。園児と一緒に食べられませんでした。
栄養は必ず食べなくても他の食品から摂取せれば良いのですが、極端な偏食は、ある程度、直していただきたい。
・知識はもちろん大切ですが、子どもが本当に好きであること。本気な人を求めます。知識はあるのかもしれませんが、
実践力、判断力がない学生が多数です。
・楽しく、おいしく食べることが食育なので、それを実践するにはどうしたらいいかを学ぶ必要がある。
・知識と同じ、食べられるようになる技術も大切。
表７　保育士に必要と思われる知識の内容
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の保育所保育指針の改訂により、保育の一環と
して食育に取り組むべきことが明示されたこと
で、日常的な取り組みが増えてきているのでは
ないかと推察される。
2.栄養士の配置状況と食育へのかかわり
　回答が得られた保育所のうち、栄養士が未配
置の施設は80.0％であり、先行研究 12）13）14）と
比較しても値は低く、保育所での栄養士の配置
は、改善すべき課題である。とくに、公立保育
所では、給食担当者として栄養士を配置してい
る施設は非常に少ない。保育所に関しては、児
童福祉法において各施設への栄養士必置義務
がないため、公立保育所では、献立作成は市の
児童福祉課等に所属する管理栄養士が一括して
行い、指導を受けながら統一献立を利用して
いる。また、特別に配慮が必要な子どもがいる
場合や、食育の計画・実践・評価においても、
市の管理栄養士から指導を受けている。した
がって、今回の調査では、対象とする保育所に
公立保育所が多かったことや、行政の予算など
が影響していることも栄養士の配置状況の調査
結果に影響したものと考えられる。
　他方、私立保育所においては、約 6割の保
育所で栄養士を採用していることから、食や健
康面の管理に力を入れていることが推察される
が、一方で経営面での不安も推察される。また、
栄養士が保育計画の作成に協力している保育所
は約4割、指導計画の作成に協力している保育
所が約 2割であることからも、保育士と栄養士
が協力・連携している割合が低かった。食育計
画で重視することについて調査した結果 15）にお
いても、保育士と給食担当者の職員間の協力・
連携について重要と考えている者が多くなかった。
しかし、保育の分野は「保育士」と、お互いに
相手の分野を任せきりにせず、協力し合うために、
「栄養士（調理員）」と「保育士」がお互いの思
いを伝えあう「場」をつくることが必要であり、
本調査からもそれを裏付ける成果が得られたと
思われる。したがって、現状の改善が、保育の
質の向上につながると推察ができる。一つの策
として、栄養士の立場から、食育カリキュラムの
作成にかかわることができるように、栄養士の
養成施設においても、それに向けて必要とされ
る知識と技術を教授する必要があると考える。
　さらに、私立保育所においては、栄養士が採
用されているケ スーが多いものの、給食の献立
を関連付けて食育の計画を行っている保育所
は、公立保育所と比較して低い傾向であった。
栄養士が配置されているのにもかかわらず、給
食を生きた教材として食育に活用されていないこ
とは非常に残念である。今後、改善されるべき
点かも知れない。
　栄養士の食育への係わりとして一番多く挙げら
れたのが、「食物アレルギーの子どもの保育にお
ける食事の提供および食生活に関する指導・相
談」であった。以下、「授乳、離乳食を含めた
食事・間食の提供と栄養管理」、「子どもの栄養
状態、食生活の状況の観察」、「保護者からの
栄養・食生活に関する相談・助言」も実践され
ていることが調査から明らかになった。子どもの
食事や食援助に関して、保育所は保護者から大
きな期待感が寄せられていることから16）、栄養
士が食育へかかわることで保護者に対し安全・
安心を付与されていると推察される。さらに、年々
増加する食物アレルギー児に対応するために、保
育所では専門知識と技術を生かし給食管理・食
生活指導を十分に実践できる栄養士の配置が必
要であることも明らかになった。以上のことから、
乳幼児の食生活・栄養の管理および教育の向上
と徹底を図るためには、専門的な知識をもった
栄養士の配置が必要であり、集団施設側にも十
分に理解してもらうこが重要であるといえる。12）
　これまで、私立保育所の食育の現状について
多く述べてきたが、私立保育所の中には積極的
に食育を実践し、先駆的な取り組みを行ってい
る保育所や、日常の生活のあらゆる所で食育を
実践している保育所も確認された。しかし、そ
の一方で、食育は二の次といった姿勢の保育所
も存在し、両者の食育に対する意識と実践に対
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しての認識の違いが見られたことが注目される。
この認識の違いは、私立保育所の場合、保育
所ごとに方針が異なり、その方針や経営者の意
向が保育に反映されているものと推察される。
幼児期から食育の早期化の徹底を図る必要性も
言われており12）、私立保育所間の食育に対する
意識と実践に対する認識の違いを縮めることが
大事になってくると思われる。
3.保育士に求める「子どもの食と栄養」に関
する知識
　7割以上の保育所の施設長が、保育士や保育
士養成施設の学生に対して、子どもに対する食
と栄養に関する知識が必要であるという認識を
持ち合わせている。とくに、食物アレルギーや離
乳食について関心を示している保育所が多くみら
れた。食物アレルギーという点では、保育所の
栄養士に求める資質・能力と共通している。また、
離乳食については、乳幼児の誤飲・窒息事故と
いった視点からも十分な知識と経験が必要であ
り、子どもの安全を確保するうえで、保育士と栄
養士の連携が重要であることが明らかとなった。
したがって、保育士養成施設においても、食物
アレルギーや離乳食についての知識と技術の教
授を重視する必要があると考えられる。
Ⅴ．結論
　本調査は、サンプル数は十分とは言えないもの
の、地域の認可保育所43施設のうち40施設の
食育の現状を明らかにすることができた。このこ
とは、地域への貢献と本学の栄養士養成課程な
らびに保育士養成課程の指導に反映されるべき
貴重な成果であると言える。本調査は、保育所
での食育計画づくりの取り組み、および食育の現
状の把握と併せて、各保育所での食育に対する
意識や実践を高める要因を検討し、以下の結果
を得た。
　1）食育の計画づくりの状況に関して、平成18
年に実施した先行研究の調査結果と比較すると、
多くの項目において積極的な取り組みの推進が見
受けられる。とくに、①全体的な食育の計画づく
りの取り組み、②職員会議などを通しての体制づ
くり、③保育所の保育計画に食育の視点を含め
ている、④指導計画に食育のねらいと内容を位
置づけて実践している等 に々関して、積極性も垣
間見られた。これら4項目について、公立保育所
と私立保育所を比較すると、公立保育所での取
り組みの程度が高く、有意差が認められた。
　2）私立保育所においては、約6割の保育所
で栄養士を採用しているものの、栄養士が保育
計画の作成に協力している保育所は約4割、指
導計画の作成に協力している保育所が約2割と
低い傾向が明らかになった。
　3）保育所の7割以上の施設長が、保育士や
保育士養成施設の学生に対して、子どもに対す
る食と栄養に関する知識が必要であるという認識
を持ち合わせている。
　以上、栄養士が専門性を活かして食育計画づ
くりに協力・連携し、食育を実践するための専門
的力量・向上のための研修システムを構築する必
要性が示された。また、保育士、栄養士が一丸
となって食育への取り組みができるよう、各養成
施設においては、「子どもの食と栄養」の正しい
知識を学生に教授し、指導する際の手引きや事
例等を解説して、指導しやすい環境を整える必要
があると考えられる。
　なお、本稿の一部は、第59回日本栄養改善
学会学術総会において発表した。
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